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調布学園 午後のセッション 

Tomlinson 氏とスタッフの座談会 

日時；2013 年 10 月 23 日（水）14:00~15:30  
場所：調布学園学習室 
講師：パトリック・トムリンソン氏  
出席者：渡邊総括園長・遠田調布学園園長 
春日第二調布学園園長・石井主任・若林主任・
杉浦・座安・戸谷・小林・村山・山崎・遠藤・
中西・石川医師・開原 

司会：石井主任 
通訳：入江（品川景徳学園職員）             
録音記録編集：岸江美佐・開原久代 
 
石井：打ちあわせが不十分な中ですが、パトリ
ックさんも来日すぐでお疲れと思いますが貴重
なお時間をいただいて、先ほどのご講演と昨年
のお話を含めて、イギリスの事情などの意見交
換ができればと思っております。いかがでしょ
うか。 
トムリンソン：結構です。どうぞ。 
石井：よろしくお願いします。では、皆さんか
ら感想を含めてどうぞ。 
遠田：昨年もお聞きしましたが、イギリスでも
職員の勤続年数が少ないことを伺い、先ほどの
先生のご講演の中でも、働き続けることが大変
という中で、イギリスではどのような対策をと
っておられるのでしょうか。 
トムリンソン：調布学園には 60 年勤続のスタ
ッフがおられますよね（一同爆笑）、渡邊先生で
すか！スタッフが長くとどまるような安定した
成功的な機関運営には、よきリーダーと、よき
マネージメントティームがあり、よい人たちが
協力的に働けるところです。昨年、こちらを訪
問した時、皆さんはよいマネージメントティー
ムを持っておられることがよくわかりました。 
渡邊：私が質問してよいかですが、昭和４９年
（１９７４年）に元職員の小堺君が英国を１カ
月訪問しましたが、その当時、６人の子どもの
グループホームを８人の職員がみていて、その
うち３人は専門スタッフという報告をしてくれ
ました。今、学園のグループホームは６人の子
どもに３人のスタッフですが、ま、ボランテイ
アがはいって８人はいるかな？ 
それで、英国では現在、グループホームのスタ
ッフ配置はどうなっていますか。 

トムリンソン：英国では、１ホームに５人の子
どもがいて９~１０人のスタッフがいて、昼間
３人がいつもいる on duty という配置です。 
 英国では政府改革で、たえず変化しており、
私が最初に働いていた時は、１０人の子どもに
５人のスタッフ配置で、週６０～７０時間働い
ていましたが、今は、政府改革で週４０時間以
上働くことは許されなくなりました。政府改革
がなければ、我々はもっと少ないスタッフでや
れるはずでした。５人の子どもに１０人のスタ
ッフは多すぎますよ。 
春日：パトリックさんが最初に働いておられた
コッツワルド・コミュニティは閉鎖されたとい
うことですが、そこは被虐待児のグループホー
ムだったのですか？それともふつうの養護施設
だったのですか？ 
トムリンソン：非行少年たちと勿論、被虐待児
の施設で、私は１４年そこにいました。 
渡邊：今、学園で検討中のことですが、別の施
設ではすでに実施していることで、グループホ
ームの炊事場スタッフとして近所のおばちゃん
に入ってもらうことについてどう思われるかお
伺いしたい。いわゆる「おばちゃんスタッフ」
です。 
トムリンソン：可能であるならば、外から入っ
てくる人が料理や掃除をするのではなく、子ど
ものケアをしている人がやるべきと思います、 
ふつうの家庭では、外から人が来て料理をする
ことはないので、子どもたちは将来親となり家
庭をもつので、ケアラーが料理や掃除をするの
をみてふつうの家庭のモデルとする必要があり
ます。 
 さきほどの職員をキープするにはというご質
問への補足ですが、どの機関でも何か変革、改
革をする時は、マネージャーとスタッフがこま
かいことまで話し合うことが大事です。 
 今のこのような会議が大事ということです。 
渡邊：米国では、ハーフマザーという仕組みが
あって、資格など問われない人たちで、黒人な
どが１年中住み込んでいて、資格のある人が昼
間通ってくると聞いた時、私は納得できないと
思いましたが、その時、英国では保育士の資格
のある人が通ってきて、必要なら泊まってくれ
ると聞いていいなと思いました。 
 皆、労働基準法など守っていられないですよ。
週１回しか泊りをやってはいけないなんてこと
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やれないですよ。 
 で、英国のグループホームの勤務時間は、今
どうなっていますか？ 
トムリンソン：７時から２３時までが勤務時間
ですが、法令で週４０時間労働となったので、 
７時から１５時まで働いて帰宅し、交代職員は
１５時から２３時まで働いて泊ります。２交代
シフトで、夜勤者は必ず２人になっています。 
以前は１人でしたが政府は２人と法改正しまし
た。 
開原：もう一度、職員配置の確認をさせていた
だきますが、困難な子どもたちの場合は、５~
６人の子どもに１０人のスタッフ配置で、それ
ほど困難でない場合は、８~１０人の子どもに
６人のスタッフということでしょうか。 
トムリンソン：だいたいそんなところです 
渡邊：「すこやか」というショートステイでは、
子どもが泊まる時には、たとえ子どもが一人で
も職員は２名泊まることになっていると聞きま
した。 
英国と同じ考えかたでしょうか。ウチのグルー
プホームで夜勤を２人にするとなったら大変で
しょう。 
 
A：話題を変えますが、午前中のお話では大き
く二つありましたが、日課の大切さを伺ったの
ですが、学習と就労指導のことをまず伺いたい。 
トムリンソン：教育については、ケアを受けて
いる子どもは逆境の中で過ごし学校から追放さ
れたりしてきたのでまず学校で受け入れ、学習
のハンデｲキャップへの支援が重要です。 
高年齢の子には就職のためにスキルをつけるた
めに修理とか機械や電気の仕事、木工などを教
えたり、若い子には仕事の経験をさせるために
パートの仕事の経験をさせたりします。 
 ここで、子どもたちの就労を考えるなら、子
どもとどこに問題があって、どうしたら解決で
きるか、困難なことは何かということをまず、
話し合うことが大事です。 
 今、英国では、なんでも政府が決めてきて、
政府の干渉がありすぎます。夜勤を２人にすべ
きということも我々が必要だと要求したのでは
なく、政府が決めてきたことです。（あとで理由
を説明。子どもから夜、職員から虐待されたと
偽証された場合に備えて２名必要ということ） 
ここ、日本では、子どもにとって何が一番大事

かということを考えてとりくむべきです。 
B：英国ではケアを受ける子どもはそれまでの
経緯で能力が低いということですが、また、今
朝の講演は子どもの情緒面の問題が取り上げら
れていましたが、頭はよいのに学習が遅れてい
る子どもたちへの対応はどうなのか伺いたい。 
トムリンソン：虐待されている子どもには学習
の遅れがあり、１０歳でも４歳レベルというこ
とがあります。そういう子に１０歳の教育をす
ればプレッシャーになるので４歳の教育からは
じめて６か月から１年集中して取り組んだら年
齢においついたのです。 
 重い情緒障害のために発達が遅れている子ど
もを私が２年だけ働いていた施設で担当しまし
たが、最初に取り組んだことは情緒的ニーズに
対応したことにより著しく改善しました。もし、
情緒面へのケアを考えなければ回復は期待でき
ない子どもでした。 
C：日本では１８歳すぎての自立の問題が大変
ですが、英国では施設退所後の問題はいかがで
しょうか。 
トムリンソン：米国も英国も同じ状況です、多
くの子どもは１８歳でケアから出されます。英
国では２１歳までの延長もありますが、適用さ
れることは少なく、多くは１８歳でケアから出
ます。米国では１８歳で里親家庭をでますが、
リーヴィング・ケアでホームも家族もなく、ケ
アから独立への移行は大きな問題となっていま
す。リーヴ・ケアでサポートが受けられなくな
るからです。 
渡邊：イギリスは兵役の義務があるのですか？ 
トムリンソン：英国では兵役は１８歳からです
が、義務ではなく自分で選択できます。 
渡邊：英国では、英語をしゃべれない人々がい
ると思いますが、そういう人たちにはどうやっ
ているのですか？ 
トムリンソン：英国ではポーランド、ルーマニ
ア、チェコなどヨーロッパの国々からの移民が
多くなっており、英語をしゃべれない人々が増
えています。 
渡邊：そういう子どもたちへの教育はどうして
いますか？フランスではアフリカからのお子さ
んたちに仏語を教えるのが大変と聞きましたし、
就労指導も大変ということでしたが、英国では
どうですか？ 
トムリンソン：私自身はくわしいことは知りま
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せんが、家族が英語を話せない時には通訳をつ
けるという支援、ポーランド人の親の通訳をつ
けているという話は聞いています。こうした問
題はこの１０年の間に増えているのでこれから
の課題だと思います。 
渡邊：日本でも日本語をしゃべれない人が増え
ています。ウチの母子生活支援施設にも入って
きていますので対策を考えねばと思います。 
D：今日のお話の中で、トラウマをかかえた子
どもの捉え方や関わり方について伺ったのです
が、その親や家庭への支援はどうなっているの
か伺いたいです。 
開原：そのテーマについて事前に関連資料
(Family Involvement 7p)をいただいていまし
たが翻訳が間に合わなくて配布しなくて申し訳
ありませんでした。 
トムリンソン：とてもよい重要な質問です。こ
の１０年の間に、ケアを受けている子どもの支
援で最も大事なことは何かという多くの研究が
されてきました。それによると、カナダ、オー
ストラリア、ＵＳＡ、ＵＫで、家族支援が最も
重要なことの一つだと言われてきました、 
たとえひどい虐待やネグレクトを経験した子ど
もでも、最終的には、８０～９０％が将来は親
のもとに戻っているので、家族の状況を変えな
ければ将来、悪い結果となります。それで、ど
う家族と関わるかが問題です。ある家族は危険
な人たちだからです。だから、踏み込んだ関わ
りが出来ないことがあるのです。 
渡邊：２年前に児童福祉法が改正された時、家
族指導が大事ということで、施設に親指導担当
の保育士が配置されるようになりましたが、こ
れは英国の制度に見習ったと聞いています。そ
れまでは、児相のワーカーの仕事とされていま
した。このことを職員会議で話したけれど、当
時、何も意見がだされなかったので。 
トムリンソン：ある家族では、ただ親と子ども
の状況を話しあったり、施設に来てもらったり
するだけですが、セラピーが必要な親にはセラ
ピストをつけたり、ある場合には子どもと親を
一緒にして重要なことを話し合い、親には子ど
も理解を、子どもには何か意思表示をする場を
つくります。 
春日：英国の最初の児童法が出来た時、１９８
９年に、英国の保育園を訪問する機会を得まし
た。虐待が疑われていた子どもは来園すると傷

があるか身体をチェックして朝食を食べさせ、
夕食も食べさせていました。こういう子どもは
学校に行くようになったあとも、将来にわたっ
てフォローされると聞きましたが。 
トムリンソン：それはどういうナーサリーだっ
たのかよくわかりませんが、英国のナースリー
はふつうの子どものためのもので、被虐待児は
特別なナーサリーか、里親のところに行きます。
英国では１０歳以下の子どもは施設には入れま
せん。２～１０歳の子どもは里親のところにゆ
きます。 
開原：そのナーサリーは、虐待やネグレクトの
発見や予防の初期の活動をしていたのでしょう
ね。パトリックさんがイメージしているところ
とは違うようですね。 
石井：日本は少子化の流れの中にありますが、
施設ケアが必要な子どもは増えています。英国
ではどうですか？ 
トムリンソン：多くの国で難しい子どもが増え
ていると思います。子どもの精神的な問題はど
この国でも多くなっていますが、同時にそうし
た問題への注目度も大きくなりました。例えば、
インドでは今、性的虐待について語られるよう
になりましたが、以前からあった問題でしたが
語られなかっただけなのです。 
 多くの国では、施設入所の子どもは増えてい
ません。 米国、オーストラリア、英国では一
定の数しかいません。殆どの子どもは里親家庭
にゆくからです。虐待は増えていますが、あま
り施設にはゆかないのです。 
 オーストラリアの一部のところでは施設を閉
鎖して里親家庭に送っていましたが、里親家庭
では対応出来なくなってしまい、今はよい質の
施設が必要、もっと施設を増やせと言われるよ
うになりました。 
D：すいません。確か英国の子どもをオースト
ラリアの施設に入れるという話の映画「オレン
ジと太陽」を見たのですが、英国はオーストラ
リアの施設に子どもを送っていたということで、
それが問題になって豪政府と英政府が謝罪した
ということですが、そういうニーズがあったの
ですか。 
（オーストラリア制作の映画で２０１２年に日
本で公開。事実にもとづく話ということで１９
２０~１９７０年代の英国からオーストラリア
への児童移民の問題を扱った映画） 
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トムリンソン：私はその映画を知りませんが、
５０年くらい前の出来事を扱ったものではない
ですか。そういうことは、最近はありませんが。 
 施設はよくない、問題があると言われている
のは米国でも、英国でも職員による施設内虐待
が大きな問題となっているからです。子ども同
士の虐待などもあり、ネガティブなイメージが
持たれています。 
 日本では施設内虐待などの問題はあります
か？ 
職員の声：ないわけではありませんが、少ない
です。 
トムリンソン：１９９０年の児童法では、それ
以前に施設内で多くのスキャンダルがあり、そ
の調査をしたところ、職員の中にペドファイル
（小児性愛者）がいることなどが報告され、施
設内虐待から子どもを守るために法改正がされ
たのです。子どもがそのことを認識するように
なると、子どもたちは、実際にはなくても職員
に性的虐待をされたと訴えるようになったので
す（allegation）。それで、先ほどお話したよう
に夜勤職員を二人にしたのです。もし、子ども
が、夜、職員から虐待されたとウソの証言をし
た場合、夜勤職員が一人だったら否定するエビ
デンスがないからです。 子どもを虐待から守
るだけでなく、allegation から職員を守る必要
も出てきたのです。 
E： トラウマを持っている子どもに、ＬＳＷ
をすることに危険はないのですか？ 
トムリンソン：どんな危険があるかということ
ですが、トラウマを受けた子どもに対応するこ
とは、何をするにも困難を伴います。ＬＳＷが
困難をもたらすかも知れませんが、日常生活の
中にもおなじことが起こります。ケアラー、セ
ラピスト、ＬＳＷワーカー皆がその危険を知っ
ているかどうかです。ミステークはどこにでも
あります。 また、トラウマを受けた子どもは
再トラウマを受けてパニックになることもあり
ます。 
子どもの仕事をする人は経験がなければ。 

子どもや大人に働きかける時、ミステークはあ
ります。 
ＬＳＷは、彼らのつらい生い立ちを知らせる

ので、スーパバイザーとセラピストと話し合い
ながらやってゆくべきです。 
（ＬＳＷのスーパバイザーはどういう人かとい

う質問に） 
セラピストやベテランのソーシャルワーカーも
やれることです。 
B：今日の講演では、ＬＳＷはいつも生活が一
緒のケアラーではない外部の人がやるべきとい
うお話でしたが。 
 
石井：それでは、時間になりましたので。これ
からは、われわれも、英語をちゃんと勉強して
次回のお話を伺えるようにしたいと思います。
有難うございます。 
トムリンソン：ありがとうございました。こう
したトークには、かならずしも答えは必要のな
いことがあります。ベスト・アンサーはあげら
れなくても、ゆっくり話し合うことが大事です。
どうすればよいか、よきスーパバイザーを得て
取り組んで下さい。 

（拍手）   
 
終了 


